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役員・従業員の「もしも」に備える共済制度 
役員および従業員の皆様の福利厚生制度にご活用いただけます！福利厚生の充実にご活用ください。 
チューリップ共済（生命共済制度）のご案内
入院給付金付災害割増特約・ガン重点保障型生活習慣病一時金特約付定期保険（団体型）
＋新潟商工会議所独自の給付金制度（見舞金・祝金（品）制度）

チューリップ共済（生命共済制度）とは？
■業務上・業務外を問わず24時間保障します。
■掛金は、月額750円（１口）から月額6,000円（８口）まで。
　※15歳～60歳までの方
■‌�加入資格は、新潟商工会議所会員の役員・事業主・従業員で、14歳６ヶ月を超え70歳６ヵ月（７月１日
時点）までの方。

■病気・災害による死亡から事故による入院まで、業務上・業務外を問わず24時間保障されます。
■独自の給付金制度（病気入院・事故通院見舞金、結婚祝い品、出産祝金等）。
■１年ごとに収支計算をおこなって剰余金は配当金として還元（令和４年度実績 還付率約20％）。

不慮の事故による 
死亡 250 万円～

上記以外の 
事由による死亡 50 万円～

ガン入院一時金 ２万円～

６大生活習慣病入院一時金 １万円～

ガン先進医療一時金 ５万円～
ポイント

1 業務上・業務外を問わず
24時間保障

ポイント

2 １年更新で医師の
診査なし

ポイント

3 剰余金があれば
配当金も！

ポイント

4 商工会議所独自の
給付金制度も！

ポイント

5 ６大生活習慣病入院一時金
ガン（入院・先進医療）一時金

ポイント

6 健康増進に役立つ
付帯サービスも！

こ ん な に 充 実 ！

６つの 
ポイント

チューリップ共済

※ご加入にあたってはパンフレット、重要事項説明書（契約概要、注意喚起情報）を必ずご覧ください。

チューリップ共済に関するお問合せ
会員サービス課
TEL：025-290-4209／メール：service@niigata-cci.or.jp
引受保険会社／アクサ生命保険株式会社

チューリップ共済の
詳細はこちらから！

アクサ生命は商工会議所と協力して健康経営を推進しています。

健康経営は、アクサ生命がサポートします！

お問合せ先 　　　　　　　　　　    　　☎

～さらなる企業の発展のために～～さらなる企業の発展のために～

健康経営に取り組みませんか？健康経営に取り組みませんか？

健康経営優良法人認定の
申請までサポート

AXA-A2-2004-0144/847 2020.04.17※「健康経営」はNPO法人健康経営研究会の登録商標です。
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新潟商工会議所 早期景気観測調査結果　２月分調査

景気動向（前年同月比）全産業ＤＩ値 （2023年２月～2024年２月）

【２月の概要】
　直近の景況感を示すDI値は、「従業員」で12.5ポイントと大幅に上昇し、人手不足感が高まっている。一方で、「業況」は6.7ポイン
ト好転し、プラス水準に持ち直した。先行き見通しを示すDI値は前月比で大幅な変動はないが、人手不足感は4.0ポイント上昇している。
　寄せられたコメントでは、引き続き原材料の高騰や人手不足に苦しむ声が圧倒的に多く、一部で地震による特需が発生している
一方、旅館等のキャンセル、人出の減少、風評被害等マイナス要因が大きい。価格転嫁や賃金アップへの対応も充分ではない状況
が読み取れる。あらゆる経営資源をフル活用しながら、政府の支援策をはじめ震災復興関連の動きを注視していく必要がある。
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全産業平均DI値 向こう３か月間の先行き見通しDI値
売上（受注・出荷） 採算 業況 仕入単価 従業員 売上（受注・出荷） 採算 業況 仕入単価 従業員

12
　
月

3.6 ▲9.0 3.6 ▲71.2 36.0 ▲2.7 ▲9.0 ▲6.3 ▲40.5 36.0

１
　
月

▲2.9 ▲10.5 ▲5.7 ▲68.1 26.7 10.5 1.9 5.7 ▲38.1 33.3

２
　
月

▲3.9 ▲4.9 1.0 ▲65.7 39.2 9.8 3.9 8.8 ▲39.2 37.3
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建 設 業
能登半島地震の影響で住宅の問合せが増えているが、原材料高騰の影響で業況は芳しくない。（建築リフォーム）
地震の復旧工事が特需となり、１～３月期の減少分を多少はカバーできた。（設備工事）

製 造 業
2024年問題を心配している。流通システムの変化で様々な影響が出始めている。（印刷）
鋼材の一部値上げが予定されており、販売価格への転嫁を含め留意が必要。（鋼材）

卸 売 業
原材料高騰による仕入単価の急激な値上げに加え、出荷時の運賃の値上げも予定されている。（建設資材）
地震による自粛ムードで、旅館・ホテル等の宿泊キャンセルや一部商品の売上減で苦戦している。（青果）

小 売 業 地震以降、県外の来店客が減少し、土産品等の売上が減少し風評被害も出ているようだ。（雑貨）

サービス業
受注はあるも、人手不足で苦労している。価格転嫁や賃金アップも難しい。（看板）
地震の影響からか夜の人出が落ち込んでいる。原材料高騰に追い付かず、乗務員の離職も激しい。（タクシー）
インボイス制度・電帳法の開始で現場、管理部門とも工数が増え、対応に苦慮している。（技術サービス）
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